
Ⅰ．はじめに

荒川中流に位置する荒川扇状地では、水資源維持や水

環境保全の観点から、様々な地下水研究が行われてきた。

その先駆的な研究は髙村（1978）によるものであり、そ

の後、立正大学自然に親しむ会（1983）、河野（1994）、

草間（2012）、産総研（2016）等の研究が行われている。

筆者はORCの研究には参画していないが、前述した地

下水位研究の多くに参加している。本総説では、立正大

学オープンリサーチセンター（以降ORC）研究期間前

後で行われた荒川流域における地下水位に関する研究を

扱い、今後の地下水研究における基礎データとして、そ

の地下水位の変遷を整理し、荒川流域で得られた研究成

果を概観する。

Ⅱ．これまでの地下水位に関する研究

本研究地域である荒川扇状地では、過去に地下水の

研究が行われており、金子ほか（1949, 1950）や髙村

（1984）、和田ほか（2004）などで結果が報告されている。

これらの結果から、髙村（1984）は、1950年～1980年の

間に櫛挽台地や江南台地といった台地部、そして荒川流

路沿いの低地部で地下水位が低下したと述べている。さ

らに、髙村ほか（2005）では1980年代に熊谷市や妻沼町、

深谷市北部という標高の低い地域で地下水位の低下が顕

著であったと報告している。荒川扇状地は、その他の扇

状地と同様これまで多くの井戸が掘られ、地下水利用が

盛んに行われてきた。さらに、宅地開発が進んでいる

地域などもあることから、人口増加による地下水取水量

の増加や土地利用の変化による地下水涵養量の低下に起

因しているものと考えられているが（髙村ほか, 2005）、

原因解明には至っていない。現在の荒川扇状地は、水道

が普及したこともあり地下水利用はあまり行われていな

いが、地下水が貴重な水資源であることに変わりはない。

荒川扇状地全体を対象地域とした一斉測水調査が1980

年以降約10年ごとに行われている。筆者が把握している

研究は髙村（1984）をはじめとして、立正大学自然に親

しむ会（1983）、山口（1991, 未発表）、和田ほか（2004）、

草間（2012）、産総研（2016）となっている。特に、草

間（2012）は荒川扇状地における地下水を水位変動（経

年および年間）や水質の変動、観測井における水位変

動特性、灌漑用水の有無による地下水水質への影響等、

様々な観点から新しい知見を得ており、特筆すべき研究

となっている。

荒川扇状地における直近の研究は産総研（2016）によ

る荒川扇状地を中心とした埼玉県の地下水研究であり、

地下水位や一般項目と同位体を含んだ水質を把握できる

内容となっている。

Ⅲ．荒川周辺の地域概要

１．荒川扇状地

荒川扇状地は、寄居を扇頂とし熊谷を扇端とする東西

約20km、南北約12kmの巨大な扇状地である。荒川扇状

地は、埼玉県秩父地域より流れる荒川の活動により形成

されたもので、南と西を丘陵、北を利根川に囲まれ、台

地と低地からなる。荒川扇状地は、南部を流れる荒川の

右岸に江南台地、左岸に櫛挽台地が形成されており、さ

らに荒川に沿った形で寄居面、熊谷扇状地が分布してい

る。また、扇状地北方の利根川沿いに妻沼低地が存在し

ている。

２．埼玉県における地質

『埼玉県地質図（山地・丘陵地）解説書』によると、

本研究地域での地帯構造区分は、荒川上流域で秩父盆地、

山中地溝帯、秩父累帯（北帯、中帯、南帯である）、山

波川帯、四万十帯が占めている。

荒川中流域は、第三紀層が基盤として存在し、第四紀
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層の扇状地礫層が堆積している。扇状地礫層の上位には、

武蔵野ローム層や立川ローム層が分布している。櫛引台

地は、武蔵野面に相当する櫛引面と、立川面に相当する

寄居面に二分される。基盤の上に砂礫層と粘土層の互

層、粘土混じり砂礫層、砂礫層、ローム層が堆積してい

る。荒川沿いの扇状地では、シルトや砂礫などが分布し

ている。

３．土地利用

埼玉県東部は都市域の割合が非常に高くなっているが、

荒川扇状地での土地利用は、大きく分けて水田、畑、市

街地の３種である。まず扇頂部である寄居では、寄居駅

周辺に住宅が集中しているが、その他の地域では畑が多

く存在している。また、北東の武蔵野や用土といった地

域には水田も分布している。

扇央部には畑が広く分布しており、深谷駅周辺や高崎

線の線路沿いに住宅や工業施設が密集している。また、

荒川の右岸では畠山や本田といった地域で水田がみられ

る。

扇端部の荒川右岸には水田が広く分布しており、万吉

や村岡といった地域には住宅地が存在する。荒川の左岸

には水田や畑、住宅地が点在しており、熊谷駅周辺は住

宅地および商業地となっている。さらに、その北部には

水田地域が広く分布している。

扇端地域にあたる妻沼低地には全域で水田が見られ、

利根川沿いで畑や住宅地が存在している。

Ⅳ．荒川扇状地の地下水位

１．観測井の分布

荒川扇状地には、櫛挽台地の荒川沿いなどに観測井

が多く存在しているが、逆に荒川左岸の地表面標高30m

～50mの地域はほとんど井戸が存在していない。さらに、

松久丘陵東方の櫛挽や針ヶ谷といった地域にも井戸は少

ない傾向がみられる。また、水位のみの測定井戸は防火

用井戸や採水が困難であったもの、水質のみ測定井戸

は、汲み上げ式で地下水位を計測できなかったものであ

り、妻沼低地などで多くみられる。

市街地の井戸は埋立ててしまったものが多く、採水し

た井戸は少なくなっている。

２．荒川扇状地における地下水流動の変遷

荒川扇状地全体の地下水流動の変遷を把握するため

に、立正大学自然に親しむ会（1983）と草間（2012）の

調査結果をもとに述べることとする。荒川扇状地におけ

る地下水位研究においてもっとも古い地下水面図は、髙

村（1984）で示された1979年12月の地下水面図があるが、

ここでは立正大学自然に親しむ会が作成した図１、図２

を示すこととする。

また草間（2012）は2010年夏季（図３）および2011年

冬季（図４）の地下水面図を作成した。直近の地下水面

図は、産総研（2016）による2015年度冬季の地下水面図

（図５）である。また、地下水面の標高は海抜高度で示

している。地下水は地下水面図の等高線に垂直な方向に

流動するとされており、それに従い地下水の流線を図２、

図４に矢印で示した。

これらの図から、櫛挽台地扇頂部では夏季と冬季を

問わず上武山地などからの涵養を受け、地形面にほぼ

沿った形で北東、東、南東方面への流動がみられる。次

に、櫛挽台地扇央部では、地下水面標高80m付近で北東

の深谷方面と南東方向への２種類の流動が存在する。ま

た、地下水面標高70m以下の場所では、北東と南東の流
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図１ 1983 年 9 月の地下水面図 

（自然に親しむ会 1983 を一部修正） 
図１　1983年９月の地下水面図

（自然に親しむ会1983を一部修正）
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図２ 荒川扇状地の地下水面および流線図(1983 年 9 月) 

(立正大学自然に親しむ会原図) 

 

図３ 2010 年夏季の地下水面図(草間原図) 

図２　荒川扇状地の地下水面および流線図（1983年9月）
（立正大学自然に親しむ会原図）
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れに加え、さらに東の熊谷方面への流動が顕著にみられ

た。そして、扇頂部および扇央部でみられる南東方向へ

の流れの一部は、最終的に荒川に流出するものと考えら

れる。実際、この地域の地下水面標高は、荒川の河床標

高よりも高くなっている。

熊谷扇状地では、特に荒川左岸地域においてほとんど

観測井が存在しないため、正確な地下水面を描くことが

困難であった。しかし、一般に地下水面の起伏は地表の

起伏に似ていることが多く、起伏量は前者が後者より小

さいとされていること、さらに涸渇している井戸の標高

からある程度の地下水位を推測し等高線を引いた。そこ

で、本地域の地下水流動は西方の櫛挽台地からの涵養を

受け、北東方面へ流動しているものと考えられる。また、

地下水面標高25m付近では西から東へ地下水が流動して

おり、さらに荒川右岸地域では、南の江南台地からの涵

養を受け、北方もしくは東方への流動が存在するものと

考えられる。

妻沼低地では、南の櫛挽台地や熊谷扇状地を流動して

きた地下水、さらに西の本庄地域からの流れが存在し、

西から東へと流動している。また、妻沼低地東部では、

地下水面標高25mの等高線が局所的な変化を示しており、

上流側や下流側に膨らんでいる地域がいくつかみられた。

この場合、上流側に膨らんだ地域は、周囲より地下水面

が低い谷となるため地下水が集まってくるが、逆に下流

側に膨らんだ場所は地下水面が高い尾根となるため地下

水の流動は発散される形となる。

図 5をみると相対的に利根川に近い地下水位が低下し、

荒川に近い地下水位の上昇がみられる。この原因は利根

川の流量や降水量など複数の要因を考える必要があり、

ここでは事実を述べるにとどめる。

３．過去と現在の地下水位比較

前述した髙村ほか（2005）では、1979年から1991年の

間に熊谷市や妻沼町、深谷市北部という標高の低い地域

で地下水位の低下が顕著であったとしている。図６は、

髙村（1984）に提示された1979年12月の地下水面図を一

部修正し、草間（2012）の2011年２月の地下水面図と比

較したものである。これらの地下水面図によると、熊谷

扇状地や妻沼低地西部でも地下水位が低下していると考

えられる。これは、髙村ほか（2005）で示されている地

域と同様であった。

11 
 

 

 

図６ 2010 年夏季と 2011 年冬季の地下水位比較(草間原図) 

 

図７ 1979 年 12 月と 2011 年 2 月の地下水位比較(草間原図) 図６　1979年12月と2011年２月の地下水位比較
（草間原図）
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図２ 荒川扇状地の地下水面および流線図(1983 年 9 月) 

(立正大学自然に親しむ会原図) 

 

図３ 2010 年夏季の地下水面図(草間原図) 
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図４ 2011 年冬季の地下水面図(草間原図) 

 

図５ 2015 年度冬季の地下水面図(河野原図) 
10 

 

 
図４ 2011 年冬季の地下水面図(草間原図) 

 

図５ 2015 年度冬季の地下水面図(河野原図) 

図３　2010年夏季の地下水面図（草間原図）

図４　2011年冬季の地下水面図（草間原図）

図５　2015年度冬季の地下水面図（河野原図）
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４．地下水位の季節変化

荒川扇状地における地下水位の季節変化を明らかにし

た研究は、草間（2012）によるものだけであり、2010年

夏季と2011年冬季の調査結果を示している。その地下水

位変化を図７に示す。図によると扇頂や扇央では夏と冬

の地下水位変動はあまり大きくないものの、扇端付近の

地下水は、１-２kmの範囲で地下水位の消長が見られる

ことが分かった。

５．荒川の河床低下と地下水

次に、荒川の河床低下と地下水位の関係を考察した。

荒川中流部の河床変動については、石田ほか（2005）な

どで報告されており、明戸サイフォン直下では1927年以

降、約80年で10mに達する大規模な河床低下が起きてい

た。特に、1960年代から1970年代の間に大きく低下して

おり、この傾向は熊谷付近の荒川大橋までの区間でも同

様であった。これは、荒川沿いの低地部で地下水位が低

下した時期と酷似していた。

扇状地の地下水と河床低下との関係を考察すると、地

下水面図から荒川は、扇状地への地下水の涵養源ではな

く、逆に扇頂から扇央にかけて涵養されているようみら

れる。本編では扱っていないが、水質を扱った研究を見

ると水質が大きく異なっていることが分かっており、扇

状地の大局的な地下水の存在はあまり見られず、局地的

な地下水の流動が支配していると考えられる。河床低下

と地下水位低下の関連性については、今後さらなる研究

が必要になるだろう。
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図６ 2010 年夏季と 2011 年冬季の地下水位比較(草間原図) 

 

図７ 1979 年 12 月と 2011 年 2 月の地下水位比較(草間原図) 

図７　2010年夏季と2011年冬季の地下水位比較
（草間原図）

Ⅴ．まとめ

以上のことから、荒川扇状地における地下水流動につ

いて、以下のようにまとめることができる。

１）櫛挽台地の地下水は、大きく分けて北東の深谷方面

と東の熊谷方面へと流れる、２つの流動がみられた。

妻沼低地では、南の櫛挽台地や熊谷扇状地を流動し

てきた地下水、さらに西の本庄地域からの流れが存

在し、西から東へと流動していた。また、妻沼低地

東部や熊谷扇状地扇端部などでは、夏季と冬季で局

所的な流動の変化がみられ、灌漑用水の影響が示唆

された。

２）扇頂部および扇央部では、地下水が荒川に流出して

いるが、地表面標高40m以下の扇端部では荒川が地

下水を涵養しているものと考えられる。また、妻沼

低地の地下水は、上流部で涵養された利根川の水が

長い滞留時間を経て本地域に流動してきたもの、さ

らに荒川扇状地を流動してきた地下水が混合してい

るものと考えられる。

３）本地域の地下水位は、夏季と冬季で大きく異なる地

域があり、特に水田地域でこの傾向が顕著であった。

この結果から、灌漑用水が本地域の地下水位変動に

影響を与えている可能性は高いといえる。

４）過去と現在の地下水位を比較したところ、1979年か

ら2015年までの約25年間、本地域の地下水位はあま

り変化していないことが確認された。また、熊谷扇

状地における過去の地下水位低下について、灌漑用

水路と荒川の河床低下という観点から考察を行った

が、原因解明には至らなかった。しかし、荒川の河

床低下によるものと考えられる扇状地の地下水が、

荒川を涵養している地域の増大が見て取れる。その

結果、浅層地下水においては、扇状地としての大局

的な地下水流動は扇端付近で見られるのみであり、

局地的な地下水流動が卓越した地域となっているこ

とが判明した。

５）地下水位の季節変化は扇端付近のみで顕著であり、

１-２kmの消長が見られた。

６）荒川の河床低下により、荒川が扇状地の地下水を涵

養している割合が非常に少なくなっていることが判

明した。

最後に、今回地下水位のみを扱ったが、GIS上に共通

のデータとして表現することができなかった。現在その

作業を進めているので、いずれ30年以上にわたる地下水

位の変化をビジュアルに把握できるようにする予定であ

荒川扇状地における地下水位の経年変化（河野・草間）
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